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文部科学省の「小学校外国語活動・外国語　平成３０年度使用新教材ダウンロード専用サイト」の情報を共有している。

【はじめに】

（１）各小学校及び各市町村教育委員会の状況に応じて、以下の確認項目を活用してください。

（２）各小学校の時数や教材などの状況に応じて、詳細は異なりますので留意してください。

（３）平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号「小学校及び中学校の学習指導要領等に関する移行措置並びに移行期間中における学習指導等について（通知）」

　　　（以下、平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号）及び平成29年10月18日に福島県内で開催された「小学校英語教育に関する新教材説明会」で配付された

　　　資料等で、具体的な移行措置の内容を確認してください。

文部科学省の「３・４年生用新教材」の情報を共有している。

文部科学省の「５・６年生用新教材」の情報を共有している。

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(3)①オ⇒「読むこと及び書くことの言語活動の一部」

【付記】「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を、必ず各小学校で確認してください。また、それが新小学校学習指導要領の中

では具体的にどのように示されているのか、そして教材の中では具体的にどのように示されているのか、さらに自校の教育計画の中でどこに該当するのか等を確認し、移行

措置の内容を遺漏なく学習することができるようにしてください。

【留意】「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知では、概して以下の移行措置の内容を示しています。詳細は必ず通知文で確認してください。

　～　小学校　第３・４学年　～

　～　小学校　第５・６学年　～

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(1)イ(ｱ)⇒「活字体の大文字と小文字」

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(1)エ(ｱ)e⇒「文及び文構造の一部」

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(1)エ(ｱ)f⇒「文及び文構造の一部」

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(1)エ(ｲ)⇒「文及び文構造の一部」

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(3)①イ⇒「読むこと及び書くことの言語活動の一部」

第４章第２の２［第３学年及び第４学年］［知識及び技能］(1)イ(ｱ)⇒「英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いを知り、言葉の面白さや

豊かさに気づくこと。」

第４章第２の２［第３学年及び第４学年］(3)①⇒「聞くこと及び話すこと［やり取り］［発表］の言語活動の一部」

第２章第10節の２［第５学年及び第６学年］［知識及び技能］(1)ア⇒「音声」

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を遺漏なく学習できるように計画した。

「学習評価の在り方」については、現行小学校学習指導要領の下の評価規準等に基づくことを確認した。

「指導要録の取扱い」については、「外国語活動の記録の欄」に文章で記述することを確認した。

移行措置に対応して、新たに年間１５単位時間を確保した。

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を遺漏なく学習できるように計画した。

「学習評価の在り方」については、現行小学校学習指導要領の下の評価規準等に基づくことを確認した。

「指導要録の取扱い」については、「総合所見及び指導上参考となる諸事項を記録する欄」に、児童の学習状況における顕著な事項を記入することを確認

した。

移行措置に対応して、新たに年間１５単位時間を加え、５０単位時間を確保した。

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を遺漏なく学習できるように計画した。

「学習評価の在り方」については、現行小学校学習指導要領の下の評価規準等に基づくことを確認した。

「指導要録の取扱い」については、「外国語活動の記録の欄」に文章で記述することを確認した。

移行措置に対応して、新たに年間１５単位時間を加え、５０単位時間を確保した。

文部科学省の「研修ガイドブック」の情報を共有している。

　　　平成30年度小学校外国語教育教育課程編成・教育計画作成等確認表

【小学校　第３学年】

【学校全体として】

【小学校　第４学年】

項　目

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知文を熟読した。

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を新学習指導要領で確認した。

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を教材で確認した。

移行措置に対応して、新たに年間１５単位時間を確保した。

「平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号」の通知が示す移行措置の内容を遺漏なく学習できるように計画した。

「学習評価の在り方」については、現行小学校学習指導要領の下の評価規準等に基づくことを確認した。

「指導要録の取扱い」については、「総合所見及び指導上参考となる諸事項を記録する欄」に、児童の学習状況における顕著な事項を記入することを確認

した。

【その他】

【小学校　第５学年】

【小学校　第６学年】


